
 
 

ミャンマーの巨大ホミノイド化石が示すアジア産類人猿の進化史 
 

Discovery of huge hominoid fossil from Myanmar suggests a new evolutionary 
history of Asian hominoids  
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We conducted the morphological and phylogenetic analyses of several hominoid fossils discovered from the 
lowermost part of the Irrawaddy Formation at the Tebingan area, central Myanmar. The geological age of the Tebingan 
site is estimated the early Late Miocene (9–8.5 Ma) based on the combination of the mammalian fossils discovered thete. 
The hominoid specimens consist of middle- and large-sized hominoids. The middle-sized hominoid, including one 
maxillary and three mandibular fragments, was identified as a new genus of Ponginae, although another middle-sized 
hominoid, Khoratpitheucs, had been discovered from the neighboring area of Tebingan.  On the other hand, the large-
sized hominoid, consisting of a distal part of a right humerus bone, is considered as a possible ancestral form of Late 
Miocene Indopithecus from India and of the earlier Pleistocene Gigantopithecus from the cave sediments of southern 
China. However, the distal humerus of the large-sized Tebingan hominoid shows no shared derived character with extant 
Pongo but demonstrates some primitive features among extinct hominoids. This result suggests that it belongs not to the 
Ponginae but likely to a member of primitive extinct hominoids. The evolutionary history of Asian hominoids would 
be more complicated than ever considered. 
 
 
研究目的 

本研究の目的は、東南アジア大陸部に位置するミ

ャンマー中部のテビンガン地域で見つかった後期中

新世初頭（約 900–850 万年前）のホミノイド（類人

猿）化石を解析し、現在東南アジアに生息する唯一

のホミノイドであるオランウータンとその近縁種の

進化史を明らかにすることである。 
これまでにユーラシア南東部から見つかっている

ホミノイドは、中型サイズ（40–100 kg）と大型サイ

ズ（150–250 kg）の 2 種類に分けられる。中型のホミ

ノイド化石は、南アジアから見つかるシバピテクス

Sivapithecus、東南アジアから見つかるコラートピテ

クス Khoratpithecus、中国南部から見つかるルーフォ

ンピテクス Lufengpithecus の 3 種類に分類される。

シバピテクスとコラートピテクスはオランウータン

亜科に含められているが、ルーフォンピテクスはオ

ランウータン亜科に含めないとする研究者が多い。

一方、大型のホミノイド化石は、インドの後期中新

世後半の地層から見つかったインドピテクス

Indopithecus と中国南部の前期〜後期更新世の洞窟

堆 積 物 か ら 見 つ か る ギ ガ ン ト ピ テ ク ス

Gigantopithecu が含まれる。両属ともオランウータン

亜科に含められ、前者が後者の祖先種であると考え

られている。 
本研究で扱うテビンガンのホミノイド化石も、中

型と大型の 2 種類が含まれることがわかっている。

中型ホミノイドは、現生のメスのオランウータン程

度の体サイズで、オランウータン的な特徴を示すこ



とから、オランウータン亜科に含まれる。一方、テ

ビンガンの大型ホミノイドの上腕骨遠位部の化石は、

その巨大なサイズからギガントピテクスの系統であ

る可能性が非常に高い。しかし、これまでの予備的

解析から、この上腕骨化石が現生オランウータンと

の派生的な類似性を全く示さないことが判明した。 
本研究では、これらの 2 種類のホミノイド化石の

形態・系統解析を行うことにより、南〜東南アジア

大陸部で生じたと考えられているオランウータン亜

科の進化史について検討した。 
 

研究経過 

本研究で対象にしているミャンマー中部のテビン

ガン地域のホミノイド化石は、ミャンマー中部を南

北に流れるイラワジ川とチンドウィン川流域に広く

分布するイラワジ層最下部から見つかった。年代的

には後期中新世初頭に相当し、現地の地質状況から

全てほぼ同層準の地層から見つかったと考えられる。

対象としていたホミノイド化石は、当初は 6 標本（上

顎標本 1 点、下顎標本が 4 点、上腕骨標本 1 点）で

あったが、2022-24 年にかけてテビンガン地域から 1
点の追加標本が見つかり、さらに、テビンガン地域

とは別の地域からも３点が見つかっている。このう

ち、テビンガンの下顎骨化石 1 点が記載済で、それ

以外の化石の記載論文は現在準備中である。 
これらの標本は、歯と上腕骨のサイズから中型（現

生のメスのオランウータン程度）と大型（現生のオ

スのゴリラ程度）の 2 種類に分けられる。本研究で

は、まずこの 2 種類のホミノイド化石が同属に含ま

れるか検討し、さらに中型と大型の化石がそれぞれ

1 種からなるのかを検討した。 
 

テビンガンの中型ホミノイド 
ミャンマー中部のホミノイド化石としては、フラ

ンスの調査隊により報告されたコラートピテクスが

知られてい（Jaeger et al., 2011）。この化石は、テビン

ガン地域に隣接したインセイ Yinseik 地域から発見

されたもので、模式標本は隣国のタイから見つかっ

ていた。テビンガンのホミノイド下顎骨化石

（MZKB-K-001）を記載する際にこのコラートピテ

クスとの詳細な検討を行った結果、下顎骨（MZKB-
K-001）のオトガイ部の形態がコラートピテクスより

も南アジアのシワリク層から見つかっているシバピ

テクスに近いことが判明し、コラートピテクスとは

別属であると結論づけた。さらに、テビンガンの上

顎骨化石（IR-4400）を詳細に検討した結果、サイズ

や歯の特徴から下顎骨化石と同種のホミノイドであ

る可能性が高く、シバピテクスとは別属と結論づけ

た。系統的には、南〜東南アジアで発見されている

シバピテクスやコラートピテクスと共にオランウー

タン亜科に含まれる新属として記載論文を準備中で

ある。 
一方、2022 年にテビンガン地域で新たに中型ホミ

ノイドの下顎骨化石がみつかった。この化石では、

下顎骨オトガイ部が完全に保存されており、その形

態からインセイ地域で見つかっていたコラートピテ

クス K. ayeyarwaddyensis と同種と考えられる。即ち、

現時点では後期中新世初頭のテビンガン地域からみ

つかる中型ホミノイドは 2 属に分けられる可能性が

高い。 
また、2023-24 年にはミャンマー中部の別地域から

複数のホミノイド化石が見つかっており、その同定

作業を慎重に進めている。 
 

テビンガンの⼤型ホミノイド 
テビンガン地域から見つかった大型ホミノイドの

上腕骨化石（IR-5555）は、その巨大なサイズから南

〜東南アジアから見つかっている巨大なホミノイド

であるギガントピテクス類と考えられる。しかし、

これらのギガントピテクス類の化石は、遊離歯また

は下顎骨の化石しか見つかっておらず、体サイズを

正確に推定できる体肢骨化石は全く見つかっていな

かった。したがって、テビンガンの大型上腕骨化石

とギガントピテクス類化石の直接の比較はできない。

そのため、本研究では上腕骨遠位端の肘関節部の形

態の詳細な解析を行った。 
その結果、テビンガンの大型ホミノイドは現生の

オランウータンに見られるような共有派生形質を示

さないことが判明した。一方、関節部の全体的な形

状を現生大型類人猿と比較した結果、オランウータ

ンよりもアフリカに生息するチンパンジーやゴリラ

に近いことが示された。ただし、これらのアフリカ

産類人猿に見られるようなナックルウォークを示す

ような形態は示していない。全体的な形状としては、

中新世に生息していた初期ホミノイドに似た原始的

な特徴を示していると考えられる。 
 

テビンガンの化⽯動物相と古環境 



これまでのテビンガンで出土した動物骨化石の解

析から、テビンガンの化石動物相は、霊長目（ヒト

科）、偶蹄目（ウシ科、イノシシ科、キリン科、アン

トラコテリウム科、マメジカ科）、奇蹄目（サイ科、

ウマ科、カリコテリウム科）、長鼻目（ステゴドン科、

マムート科、ゴンフォテリウム科、デイノテリウム

科）、食肉目（クマ科、ネコ科）などから構成される

ことがわかっている。この動物相を詳細に検討し、

四肢骨や歯の形態特徴による古環境・古植生解析を

行った結果、テビンガン化石動物相は南アジアのシ

ワリク化石動物相に類似しており、当時の植生は熱

帯乾燥林に近いことがわかってきた。すでに予備的

に行っていたヒッパリオン（三指性のウマ科）の歯

のエナメル質の同位体解析の結果も、当時の環境が

現在のミャンマー中部よりも湿潤であったことを示

唆している。 
 

考察 

現在、地球上には大型類人猿は 3 属しか生息して

いない。アフリカのゴリラとチンパンジー、そして

東南アジアのオランウータンである。アジアから見

つかっているホミノイド化石も、非常に限られてお

り、ユーラシア南東部のホミノイド化石以外では、

トルコから見つかっているアンカラピテクス

Ankarapithecusだけである。これらのアジア産のホミ

ノイド化石は、モザイク的ではあるが現生オランウ

ータンと何らかの類似性を示すことから、長い間全

てオランウータン亜科に含まれてきた。近年、中国

南部で見つかっているルーフォンピテクスがオラン

ウータン類よりもヨーロッパのドリオピテクス

Dryopithecus 類に近いとされ、オランウータン亜科か

ら外され、オランウータン亜科の進化史の見直しが

進んでいる。しかし、巨大なギガントピテクス類に

関しては、遊離歯と下顎骨の化石しか見つからない

ため、系統的な位置に関する議論が進んでいなかっ

た。 
本研究で扱ったテビンガンのホミノイド化石相は、

オランウータン亜科の進化史研究に新たな知見を加

えている。すなわち、後期中新世初頭のミャンマー

中部に、オランウータン亜科に含まれる中型ホミノ

イドと、オランウータン亜科ではない大型ホミノイ

ドが同所的に生息していたことが判明した。オラン

ウータン亜科の中型ホミノイドは、コラートピテク

スと未記載の新属の 2 種類が含まれ、ほぼ同じサイ

ズのホミノイドがテビンガン地域で同所的に生息し

ていたことを示している。 
一方、テビンガンで見つかった巨大な上腕骨化石

は、アジアのみならず中新世のホミノイドの進化史

を根本的に見直す可能性を示している。この上腕骨

遠位端の化石は、中期更新世末（約 20 万年前）まで

中国南部に生息していたギガントピテクスの祖先の

可能性が高い。一方、その肘関節部の形態は初期ホ

ミノイドの原始的な状態を示していると思われる。

彼らは、地上性四足歩行の原始的なホミノイドの系

統であり、次第に体サイズを巨大化させ、後のギガ

ントピテクス類へと進化したと考えられる。 
原始的な初期ホミノイドは中新世の前半にアフリ

カ大陸で進化したと考えられているが、ギガントピ

テクス類の系統は、オランウータン亜科の祖先種と

は別にアジア大陸に進出し中期更新世まで東南アジ

アに生息していたと考えられる。中国南部の広西壮

族自治区の前期〜中期更新世の洞窟堆積物からは、

ギガントピテクスとオランウータンの化石が共産す

ることで知られているが、中期更新世末に両者の運

命が別れて、前者のみが絶滅してしまった。その原

因がどこにあったのかを検討することが、今後のア

ジア産ホミノイドの進化史研究のテーマのひとつに

なるであろう。 
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